
新型コロナウイルス感染拡大防止を目的とした、

「新しい生活様式」への切り替えによって、子どもたちは運動する場所・機会を

制限されており、今後も同じ状況が続くことと思われます。

地域自治体の皆様とともに「SOMPOボールゲームフェスタ」を開催し、

より多くの子供たちに夢と元気を届けてまいります。

同封の募集案内をご一読いただき、お問合せいただきますようお願い申し上げます。

～Withコロナでも安心・安全に～

地域の子どもたちに

夢と元気を



JTL「SOMPO ボールゲームフェスタ2021」概要

未就学から小学生を対象に、当機構に加盟しているリーグに所属する、又所属していたトップアスリートがボールを使う運動の

楽しさや技術を指導します。参加者同士の触れ合いを通して、体を動かす楽しさを体験しながら、基本的な技術の習得や技術力

をアップさせる機会を提供し、次世代の子どもたちのスポーツライフを支援するイベントです。

AMに幼稚園から小学校低学年を対象に「あそビバ！」、PMに小学校高学年を対象に「キッズチャレンジ」を実施。1日で運動・

あそび、ボールゲームを体験できるイベントが開催できます。

2016年から全国で開催をしており、これまで延べ約150の地域で開催を行っております。これまでの開催情報はホームページか

らご確認いただけます。

運動・あそび、ボールゲームを通じ、あそび・スポーツの楽しさ・魅力を1日で体験できるイベント

「SOMPOボールゲームフェスタ」とは

「SOMPOボールゲームフェスタ」ホームページ
http://japantopleague.jp/static/special/bgf/

「SOMPOボールゲームフェスタ」紹介動画
https://www.sompo-hd.com/company/brand/ballgame/

■開催自治体 のメリット

本事業は、地域と連携した次世代育成策に留まらず、社会的・経済的意義の高いものとなっています。

多種目での開催を行うことで、地域貢献、ボールゲームの価値および日本トップリーグ連携機構加盟リー

グ所属、出身のアスリートのイメージの融合を、貴団体のスポーツ振興の取り組みに取り入れていただくこ

とで、より良い地域行政の発信が可能となります。

1 次世代育成への貢献を、地域社会にアピールできる。
次世代育成観点からの地域住民の評価獲得と、「この街でよかった」との安心感と誇りの醸成に。

2 スポーツを応援する行政としての社会的認知の向上に。

3 ボールゲームフェスタのもつ複合イメージを転嫁し、より良い行政の発信が可能。

学校体育現場の課題である、より専門的なボールゲーム指導を学ぶ機会となり得る。4

5 一競技に偏る日本型スポーツ行動から、欧米型の多種目に興味を持つ機会となり得る。

これまでの開催情報はこちらから



当機構に加盟している9競技12リーグの中から、開催地の要望を基に4種目を決定。講師は元日本代表選手やオリン

ピック出場選手、現役の選手たちが務めます。単一種目をすることが多くなる中、一度に複数の種目を体験し、普段と

違う動作をすることで子どもの運動能力の向上も図ることができます。屋内・屋外会場で、4種目をローテーションで体験

してもらいます。1種目15名～40名(施設の規模によります)を1班とし、トップアスリートと一緒に40分間体験します。

子どもの発達・発育学の第一人者である中村教授（現山梨大学教育学部長）と開発したプログラム。親子でボール

を使ったメニューを中心とした様々な“運動・あそび”の中で、手足を使い基礎的な運動能力アップを図ります。大きさ

の違うボールやラグビーボールのように形の違うボールを使い、子どもの調整力を自然と身につけられるようにしま

す。近年、子供の体力・運動能力低下が叫ばれており、「基本的な動きの未習得」がその一因とされています。身体

運動の発達に応じた思考/判断能力の発達や、コミュニケーション力の発達に有効な運動プログラムです。また親子

のコミュニケーションが少なくなってきている現代において、すべてのメニューが親子で実践する内容となるため、親

子一緒に楽しみながら活動できます。

また、本プログラムは過去開催地の自治体の方並びに参加者からも高評価を頂いており、2019年度より単独開催

も行っております。

■実施プログラムの紹介

「あそビバ！」ホームページ
http://japantopleague.jp/static/playwithball/top/ 



■ボールゲームフェスタの一日の流れ(例)
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い、開催いたします。

会場への入口はアーチを通って入館
受付をし、Tシャツを着たら、名前シールを自分で記入しTシャツに貼付

装飾された会場内で開講式がスタート
開講式内では主催挨拶・来賓挨拶・講師紹介を行います

8：30 ～

時間

9：00 ～

あそビバ！

メインアリーナ ① ② ③ ④

11：30～11：45　閉講式

あそビバ！
9：30～11：30

12：30～13：00　受　付

内容
キッズチャレンジ

8:00

8:30

9:00

8：30～9：00　受付

9:30

10:00

10:30

9：00～9：20　開講式

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

16：30～16：45　閉講式
16:30

13：00～13：20　開講式

4種目
(1クラス40分)

4班13：30～14：10
3班14：15～14：55
2班15：05～15：45
1班15：50～16：30

3種目
(1クラス40分)

3班13：30～14：10
4班14：15～14：55
1班15：05～15：45
2班15：50～16：30

2種目
(1クラス40分)

2班13：30～14：10
1班14：15～14：55
4班15：05～15：45
3班15：50～16：30

1種目
(1クラス40分)

1班13：30～14：10
2班14：15～14：55
3班15：05～15：45
4班15：50～16：30

休憩・昼食

17:00

17:30

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

8：10 午前講師集合

17：20 講師退館

13：00 講師退館

11：45 講師集合

18：00 完全撤収

7：30 AMスタッフ集合

11：30 PMスタッフ集合



「キッズチャレンジ」プログラム終了 一人一人に修了証を授与します。

AMと同様に開講式を行い、「キッズチャレンジ」スタート。4種目をローテーションで体験します。
アンバサダーやスペシャルゲストは、各班の体験に子供たちと一緒に参加します。

16：30 ～

「あそビバ！」プログラム終了 一人一人に修了証を授与します。

11：30 ～

AMの「あそビバ！」がスタート。 “運動・あそび”の実践を行います

9：30 ～

13：00 ～

トップスポンサーのSOMPOホールディングスによる防災意識を高めるワークショップや、
地域ディーラーなどのスポンサーによるブース出展も。



アンバサダーもしくはスペシャルゲストのうちの1人が、各会場で当日の参加者として
子どもたちとともに体験し、競技を極めた人による多種競技の体験の素晴らしさを直接伝えます。

■アンバサダー・パートナーの紹介（2020年度実施例）

鈴木啓太
サッカー

青木愛
アーティスティックスイミング

＜SOMPOボールゲームフェスタアンバサダー＞

【参加の様子】

大西将太郎
ラグビー

藤井瑞希
バドミントン

＜SOMPOボールゲームフェスタスペシャルゲスト＞

塚原直貴氏
陸上短距離

坪井保菜美
新体操

加藤優
女子野球

※記載の出演者は一例です

鈴木啓太氏
（元サッカー選手・日本代表）

青木愛氏
（元アーティスティックスイミング選手・日本代表）

大西将太郎氏
（元ラグビー選手・日本代表）

塚原直貴氏
（元陸上短距離選手・日本代表）



JTLプレイリーダーの資格を保持したアスリートや教育現場従事者が参加。
各会場に2名が参加し、子供たちを運動・あそびにのめり込ませます。

当機構に加盟する9競技12リーグに所属、又所属していた、日本代表でも活躍したアスリート
が講師として参加。各会場に各競技2名ずつが参加し、各競技の魅力を伝えます。

眞砂野裕氏
（東京都小学校教諭）

向井陽氏
（元ラグビー選手）

岩屋睦子氏
（元バスケ選手・日本代表）

岡村要氏
（元ラグビー選手）

宝来麻紀子氏
（元バレー選手・日本代表）

中川聴乃氏
（元バスケ選手・日本代表）

楢崎正剛氏
（元サッカー選手・日本代表）

石川直宏氏
（元サッカー選手・日本代表）

川合レオ氏
（元ラグビー選手・日本代表）

諸隈直樹氏
（元バレー選手・日本代表）

相根澄氏
（元フットサル選手・日本代表）

藤間かおり氏
（元ハンド選手・日本代表）

■ボールゲームフェスタ 講師紹介

※記載の講師は一例です




